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1.は じ め に

 本 稿は,1963年12月 ～64年3月 のあい

だお こなわれたイ リアン ・ジャヤ(イ ン

ドネシア領ニ ューギ ニア,当 時は西 イ リ

ァンとよばれた)中 央高地 学術探検 の報

告の一部をなす もので ある。 この探検 は

京都大学 生物誌 研究会 と イン ドネ シア

政府の 合同主催の もので,日 本側 の 名

称を 「京 都大学 西 イ リア ン学術 探検隊

予備踏査隊」,イ ン ドネ シア側 の 名称 を

Ekspedisi Operasi Tjandrawasiと い う。

この探検隊の科学班の隊員 として参加 し

た筆者 はNassau山 脈北側 のKapauku

族,Moni族, Western Dani族 の物質

文化を中心 とした民族誌 的調査 をお こな

った。その成果 は[石 毛,本 多:1966],

[石 毛,1970],[石 毛,1971],[石 毛,1973],

[石 毛,1976a],[石 毛,1976b]等 の 報

告で発表 されて いる。 しか し,そ れ らの

論文のかたちをとった ものは,筆 者の調

査結果 の一部にすぎない。 まだ,発 表さ

れていないおおくの断片的資料が残され

ている。

 調査時からすでに10年以上の歳月が経

過 しており,ま たさまざまな事情の制約

により,こ の探検隊における筆者の調査

は不充分で意にみたぬものにとどまって

いる1)。 しかしなが ら,本 探検隊の行動

領域がオランダ旧領時代にも未統治地区

として残されていた,情 報のきわめてす

くない地域であったこと,そ の後 も政治

的理由により外国人研究者にとって調査

がきわめて困難な場所となっていること

を考えると,不 完全な資料でも提出する

のが筆者の義務であろう。本報告にひき

つづいて,イ リアン・ジャヤ中央高地に

おいて筆者が得た物質文化資料を本誌に

逐次発表 していきたいと考える。

 2・1塩 味の摂取法

 近代的製塩による塩や岩塩を調味料と

してニューギニア島の人びとが使用する

ようになったのは,日 本人と接触 してか

*国 立民族学博物館第5研 究部

1)そ の事情については[石 毛,1976a],[石 毛,1976b]で ふれている。
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らの ことで あり,す べて輸入品 と して持

ちこまれた ものである。

 パ プア ・ニューギ ニアにお ける伝統 的

な塩味の摂取方法 につ いての従来の研究

が,McArthurに よ って集成 されている

[McARTHuR,1972:pp,1026-1028]。

それによる と,原 住民の塩味の摂取源 と

しては,海 水 を原料 とす るもの,植 物 を

原料 とす るもの,内 陸の塩泉を原料 とす

るものの3種 類が ある。

 海 辺に居住す る部族では,調 理 のさい

に淡水 と海水 の混合液で食物を煮 る方法

があ り,海 岸か ら2日 行程 離れた部族 で

も海水を得 に浜辺 にや って くる場合 があ

るとい う。つ いで,海 の流木を燃焼 した

灰を使用す る方法,海 水を容器で加熱 さ

せて塩を得 る方法,海 草に何度 も海水 を

か けては蒸発 させて塩の結晶がついた海

草を食物 と調理す る方法が あることが紹

介 されてい る。

 植 物性 の塩 は,海 岸か ら離れた内陸部

で しか も塩泉 を もた ない地 方においてつ

くられ る。植物性 の塩 とは,塩 分 を含 む

さま ざまな植物 を焼 いた灰の ことである。

McArthurに よ ると,使 用する植物 の同

定はほ とんどなされていないが,こ れ ら

の植物性 の塩 の分析結果の特徴 はカ リウ

ムがい ちじる しく多い ことであ り,沼 沢

地におけ るある種の植物を原料 とした塩

が10%の ナ トリウム を含んでいた こと

を例外 とす ると,重 量比に して50%に ま

でカ リウムの比率があが ることにたい し

て,ナ トリウムは3%未 満である とい う。

 豊 臣靖 は1968年 に パプアニ ューギニァ

のMenyamya西 方 のMe・enakaで 植

物性 の塩 の製造を観察記録 している[豊

臣,1972:pp・87-94]。 そ れによれば,

ツ リフネ ソウ の1種(学 名,Inpatiens
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balsamina L.)を 薪 とともに燃焼 したあと

に残 った灰を集 め,こ れを底に小 さな孔

のあいた ヒョウタンにつめ,上 か ら水を

そそ ぐ。孔か らたれる灰 の成分 を溶か し

た溶液を竹の樋に集 め,こ れをお き火で

加熱 し,溶 液の水分 を蒸発 させてで きた

結晶 が植物か らつ くった塩 である。味 は

塩 とにが りの混合 した もののよ うで ある,

とい う。その塩 の分析結果で は,塩 素は

42.7500,カ リウム50.10%に た い して,

ナ トリウムは0.5%以 下 の数値 にな って

いる。

 これ らの報告 にあ らわれた植物性の塩

の主要部分がカ リウム塩で あることを い

ったいどう解釈 すればよいで あろうか。

生理学的説明では,植 物性 の食品を摂取

す ると,植 物に含まれるカ リウムが排泄

されるとき,同 時にナ トリウムをい っし

ょに体外へ もちだす作用 をす るので,体

内でのナ トリウムが不足す るのをお ぎな

うために食塩のかたちで ナ トリウムを摂

取 しなければな らない,と されてい る。

い っぱんに,ニ ューギニ ア内陸部の食生

活 は魚類の摂取 がほとんどな く,野 獣や

ブタなどの動物性蛋 白源 もいち じる しく

す くな く,食 糧 の主要部分が植物性食品

にかた よりすぎるとされてい る。それに

もかかわ らず逆 に,カ リウムを主成分 と

す る塩を摂取 しているので ある。 してみ

ると,植 物性 の塩 は,生 理学的 レベルの

欲求の問題ではな く,味 覚 にお ける価値

観一 すなわち文化の レベルの問題であ

る,と 考 えざるを得 ない。

 塩 泉を原 料 とす る塩味 とは,内 陸にお

ける塩分を含む泉 の水を飲用に した り,

調 理用に使用す る,ま たは塩泉に植物を

浸 して焼 いた灰 を利用す ることであ る。

塩泉を原料 として塩つ くりをす る方法 の
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具体 的 記述 を した もの と しては,Meg-

gittがWestern HighlandのWabag

Districtに お いて調査 した 報告例 がある

[MEGGITT,1958:pp.309-313]。 これ

による と,よ く乾燥 させたやわ らか な木

を塩泉 に浸 したの ちとりだ し,ふ たたび

よ く乾燥 させてか ら燃焼 する。 その あと

に残 った灰の なかか ら,塩 の結晶を あつ

めて塩の包みをつ くる。 この製塩過程は

女 によってな され る,と い う。Meggitt

の 観 察例は,基 本的には本稿で報告 す る

Kumupaの 塩 つ くりと 同 じで ある,と

考 えて よい。

2・2 イ リ アン ・ジ ャヤ中央高地の塩

 パ プァ ・ニューギニアをはなれて,イ

リァ ン ・ジャヤ側 の内陸部での塩 につい

ての 報 告 と してま とま った ものには,

Le Rouxの ものが ある[LE Roux,1956:

pp。241-251]。 これは,い くつか のオラ

ンダ の地理学的探検隊が集 めた断片的資

料 を紹介 した ものである。

 イ リアン ・ジャヤの中央高地(Central

Highland)に お ける 塩 と その 製造法 と

い う,よ り限定 された地域 における本稿

と関係を もつのは,Heiderの 報 告 して

いるDugum Daniの 塩 つ くりの事例で

ある[HEIDER,1970;PP.44-47]。

 Heiderに よ ると, Baliem川 の 谷間

を分布の 中心地 として 居住す るGrand

Valley Dani族 にたいす る塩の供給 源 と

しては,Grand Valley南 岸 の斜 面に位

置 す るGutima地 区 の 塩 泉 とMid

ValleyのIluckainmaの 塩泉 のニ カ所

があ る。HeiderはIluekainmaの 塩 泉

を訪 ねているが,そ こは最 寄の村落か ら

3～4時 間行程 の場所である。塩つ くり

は女 の仕事 とな ってお り,女 たちはバナ

ナの幹 を切 り割 き,た たきのば して数 日

乾燥 させ た ものを束ねて塩泉に もってゆ

く。 このバ ナナの幹 の束を塩泉に浸けた

のち(浸 け る時間は記されていない),村

落 に持 ち帰 る。塩泉の浸み こんだバ ナナ

の幹を数 日天 日で乾燥 したの ち燃 す。 あ

とに残 った灰を集め,水 をかけて 塊状 に

す る。 これをバナナの樹皮 で包ん でおき,

数 日す ると岩 のよ うに硬 い塊 になる。 こ

れを粉末状 にけず って,肉 や野菜 にふ り

か けて調味料 と して使用する。

 さて,今 回の探 検で得 た中央高地の塩

泉 の 情 報 として は,Pelola, Doutadi,

Kumupaの3カ 所が ある。 Pelolaは

Beoga川 の 沿岸 のBeoga部 落 か ら,

Jaya山(旧 名sukaruno峰,そ の以前

の名称 はCarstensz峰,5030 m,太 平

洋 の最高峰で ある)に む けて,南 西方 に

Beuron川 を さかの ぼったBcaguma部

落 付近 にある。 筆者 はPclolaを 訪 れて

いないが,本 探検隊の登山班 に同行 した

地質学担 当の鈴木博之(現 在 同志社大学

工学部助教授)の 観察によれば,山 側か

らしみだ した塩水 を導 き崖下に 数m四

方,水 深50cmほ どの フ。一ル を もうけ

た のがPelolaの 塩 泉 である とい う。 こ

こでの塩つ くりの方法は,以 下 にのべ る

Kumupaの 例 とほ とんど 同様 らしいの

で記述を 省略す る。Pelolaの 塩 泉 を 利

用す るの は,Nassau山 脈 の 北斜面に居

住 す るUfunduni族 で ある。

 Doutadi部 落 に 塩泉 があることは,

筆 者 がHamejo部 落 のMoni族 か ら聞

いた ことであるが,日 程の都合上そ こを

訪 れることはで きなか った。DOutadi部

落 はMoni族 の居住地で あ り, Homejo

か ら1日 行程以内の距離 にあ ることはた

しかであ るが,地 図上でその場所 を確認、
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図1 イ リアン・ジャヤ中央高地西部の地図 (太い実線は探検隊のルートをしめす)
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す ることはで きなか った(だ いいち信用

で きる地 図がない 地帯 のことで ある)。.

 Heiderの 報 告 したGrand Valleyの

塩 泉,Pelolaの 塩 泉, Doutadiの 塩 泉

に しろ,そ れ らは塩泉 付近 の住民 が使用

す るだけで地元の需要を満す だけの もの

にとどま ってい る。それにたい して,つ

ぎにのべ るKumupaの 塩 泉か らつ くる

塩は,西 はPaniai湖 岸 か ら,東 はGrand

Va11eyに い た るまで東西 約300 kmの

Nassau山 脈 北斜 面に分布す るKapauku

族,Moni族, Ufunduni族O Western

Dani族, Grand Valley Dani族 の5部

族 のあいだの交 易品と して使用 され,中

央高地 における もっとも良質で,産 額 が

おお きい 塩 として 定 評 の あるものであ

る2)。

3・1Kumupaの 塩 泉

 Kumupaの 塩 泉はKemabu川 の南

岸,Homej oの 部 落 に隣…接 した場所 にあ

る。HomejoはKemabu川 の谷 にそ っ

て 分布 するMoni族 の 中心地 であ り,

Homejo付 近 はMoni族 の人 口稠密地

帯 となって いる。そ こで,こ こにはプロ

テスタン ト系の宣教 師が常駐 し,セ スナ

機の発着可能な滑走路 が もうけ られてい

る。Homej o付 近 にMoni族 が 集 まっ

た理 由のひ とつは,Kumupaの 塩 泉 に

おける塩 の生産 と,そ の取引きのため と

考 え られ る。

 筆 者は,Hom(jo滞 在 ち ゅうの1962年

12月30日 と・1963年1月2日 にKumupa

の塩 泉を訪れ,観 察をお こな った。 この

ときの使用言語は,筆 者がMoni語 の 片

言 を使用 しただけでな く,Indonesia語

とMoni語 を 話す通訳を介 して細部を

聞いた ものである。

 まず,Kumupaと ・いう地名について

説明 しよ う。Moni語 で, Kumuと は

「塩」 という意味であ る3)。Paは 場 所を

しめす接尾語 である。そ こで,Kumupa

とは 「塩 の土地」 あるいは 「塩 所」 とで

もい った意味の ことばであ る。

 さて,KumupaはHomejoの 滑 走路

わきの 急斜面 を 標高差 に して 約120m

ほ ど 降 りたと ころにある(写 真1)。 塩

泉 の標高 はKemabu川 の水面か らそれ

ほど高 くないので,海 抜1200～1300m

の あ いだに位置す る。黒色頁岩 と粘土質

の土壌の露 出 した崖 を伝 わ って チ ョロチ

ョロと流れ る水を,崖 下 の小 さなテラス

状地 にた くわ えたのが 塩泉 であ る4)。 テ

ラスの谷側には低い堰堤 をきずいて水が

流 出す るのをふせいである。直径約7m,

深 さ20～50cmほ ど の浅 いフ。一ル とな

2)以 下 の べ るKu血upaの 塩 つ くりにつ いて は,筆 者 と行 を 共 に した本 多 勝 一 が すで に簡 単 な

 紹 介 を して い る[本 多,1973:p・p・40-42]。
'3)中 央 高 地 諸 部 族 の言 語 で塩 を しめ す こと ばを ひ ろ うと

,digu(Kapauku語), Mayu(Western

 Dani語), Hue(Grand Valley Dani語)で あ る 。

  つ いで な が ら 中央 高 地諸 部 族 の 言 語 にっ い て 辞 書 が 公 刊 され て い る もの はKapauku語

 [Do肌E・1960]し か な い。 Moni語 に つ い て は[LARSON, C&M.:1956]の マ ニ ュス ク リプ ト

 の表 記 法 に したが った が,他 の 言語 にっ い て は音 声 学 あ る い は音 韻 学的 に正 確 な表 記 法 を 確定

 す るい とま が な か った ・筆 者 がUfunduni語, Western Dani語, Grand Valley Dani語 の表

 記 を す る とき に は・ 大 まか にい って オ ラ ンダ語 の アル フ ァベ ッ トの読 み か た を使 用 して い る と 考

え られ たい 。

4)鈴 木 博之 に よ る とPelolaの 塩 泉 の水 は, Kembelangan層 の な か の泥 灰 岩 お よび 砂 岩 層の 露

 頭 か ら しみ 出 して い る とい う。
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写真1 Kumupaの 全景。 プールの中央にKumunujaを

   浸けたものが ニカ所 見える。上方の 白いところは,

   Kumunujaを 焼いた灰。

って いる。 この水 たま りに た くわえ られ

た黒色を した水 をなめると塩か らい。

 この塩か らい水 を,Moni語 でKumu-

lUと い う。 IUと は 「水 」の 意味なので

「塩水」 とよばれてい るわけで ある。塩

のかたちにせず,Kumupa付 近 のMoni

族 で はKumuluを そ のまま 食物の 味つ

けに使用す ることがある。女 たちが ヒョ

ウタ ン(Moni語 でPuluと よばれ る,

ふ だんは飲料水用の容器 として使用 され

る)を もってKumupaに や って きて,

Kumuluを くんで,ヒ ョウタ ンの 口に

木の葉で栓 を し家庭 に持 ち帰 る姿 がみ ら

れ る。野菜 の石 む し料理にKumuluを

か けて味つけをす るので ある。また,塩

つ くりの作業 のさい,プ ールの表面 に大

きな木の葉を うか べ,そ の上 に生の ショ

ゥガをのせておき,塩 味のついた ショウ

ガをか じることが よ くお こなわれ る。 こ

れはMoni族 に とって,大 変 うまい食

物 とされ,塩 つ くりの作業の さいの楽 し

み とな って いる。 また,塩 つ くりの作業

の合間に,家 か らもって きたサ ッマイモ

を石 む し料理 に した ものを,ち ょい ちょ

いとりだ してはKumuluに つ けて食べ

る風景がみ られ る。

 さて,こ の塩水 の出所 はど うな ってい

るか。地質学 専攻 の鈴木博之隊員 も,こ

の塩水が どこに直接起源す るのか,現 場

で もた しかめ ることがで きなか った。鈴

木 によると,Kumupaも,さ きにのべ

たPelolaも 中 世代のKembelangan層

の分布地 帯にあた る。 しか し,こ れまで

Kembelangan層 か らも,そ の上に位置

す る第3紀 のニ ューギニア石灰岩層か ら

も岩塩層の発 見 された報告 はない。岩塩
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は もともと蒸発残留岩で,一 時 的に外海

か らへだて られた内海で海水が蒸発 して

形 成される ことが多い。同様な環境で ド.

ロマイ トや石 こうも形成 され る。岩塩層

は発見で きなか ったが,Kemabu川 の

Homejoの 下 流で ドロマイ トの転石 を鈴

木は 発 見 してい る。 岩 相か ら考 えて,

Kembe】angan層 の最上部に あた る石英

質砂岩な どを多 く含む部分か,ま たはニ

ューギニア石 灰岩最下部 の無化石石 灰岩

層 あた りに,岩 塩,ド ロマイ トの源が あ

るのではないか,と い うのが鈴木の意見

で ある[鈴 木,1976]。

3・2塩 のつ くりかた

　塩 泉 の 所 有 者 と い うものはない。

Kumupa付 近 のMoni族 な ら誰で も塩

泉 を利用す ることがで きる,'と までは説

明をきいたが,そ れ以 上の くわ しい こと

について はわか らな い。

　塩つ くりは,原 則 として女 の仕事 とな

っている。 もっとも,男 が作業 して いる

の も観察 したが……。女た ちは,2～4

人連 れで塩泉へや って くることがおおい

ようである。その人員構成 については調

べてない。母親 と娘が基本 のグル ープの

ようにお もえるが,そ のほかに中年 の同

年輩の女 たちのグループ もあ り,そ れが

一 夫多妻の家族 の妻 たちなのか
,夫 方 居

住を軸 とした近隣集団の女た ちなのか と

い った,塩 の生 産と必然的にそれにかか

わ る処分権 の単位 などについてはい っさ

い不明であ る。

　 女た ちは,Kumunujaの 束 を もって

塩 泉にや って くる。Kumunuj　 aと は,

塩 つ くりのために塩泉 に浸す草木 の総 称

写 真2　 Kumunujaの 束
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であ り,特 定の植物 名で はない。Kumu-

nuj aに は茎 の表面 に凹凸があ り,表 面

積のおお きなつる性 の植物,や わ らか く,

多 孔質の組織 を もつ草本 の植物の幹を引

きさいた ものなど,さ まざまな種類の も

のが ある。その うち同定で きたもの とし

て はイン ドネ シア側隊員 が採集 した もの

で は,Begonia属 の 植物およびPiPer科

の 植物 が 使用 されると 記 述 されて いる

[KoMANDo OpERAsl TERTINGGI,1964:

pp.165-167]。 日本側隊員 の安江安宣博

士 が 写 真 を オ ランダ国立植物標本館 の

Van Steenis博 士 に送 り,ッ リフネソゥ

の一種(学 名ImPetiens PlatyPetala Lindl.)

と同 定された ものが ある[安 江,1975:

P.4]。

 Kumunujaは あ らか じめ 家庭で 乾燥

させてあ る。写真2のKumunuj aは 長

さ40cm程 度 に折 り曲げて,直 径約30

cmの 束 に した ものである。 この程度の

Kumunuj aの1束 で,の ちにのべ る 葉

巻形 の塩 の包みが一包弱で きると推定 さ

れ る。

 Kumunujaを プ ールのなかに 浸 けて,

浮 きあが らないよ うに石 の重 しを してお

く。 もちろんのことであるが,一 つの女

のグルーフ。のKumunujaは か ためて浸

け,他 のグループの ものと混同 しな いよ

うに置かれ る,。

 Kumunuj aは 塩 水 のなかに 約一昼夜

放 置され る。女た ちは薪 を もってふ たた

びKumupaを 訪 れ,プ ールか らKumu-

nuj aを と りだ し,直 射 日光で しば らく

乾燥させ る。プールのわ きの平地 に薪 を

つみあげ,そ の上に生 乾きのKumunuja

を 置 き,大 きな火 をお こし,す べてが灰

'写真3 K
umunujaを 浸 け こむ と ころ
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になるまで燃焼 させ る。

　灰 のなかには,Kumunujaに 浸 み こ

んだ塩分 が細か い 結晶 とな り,Kumu-

nujaと 塩 が 置きか わりKumuunjaの

表 面の形(つ る草 のKumunujaな ら草

の部分は灰 とな って しまい中空 の円筒 形

を した塩の結晶 とな る)を ほぼ残 した も

のが割れたよ うな形 で残 る。 こう してで

きた塩をたんねんに拾 い とる。手指での

作業が主であ るが,木 の枝 を裂 いて 中央

か ら曲げたピンセ ッ トも使用 される(写

真4)。 つ まみあげた塩はい ったん,樋

状 を した樹皮に入れ る。

　 かたわ らの地面に深 さ 約10～15cm,

長 さ 約30～40cm程 度 の隈丸の円筒 を

半裁 した 形 の穴 を 堀 り,長 軸 の 方 向に

Mohi語 でPuziと よばれ るバナナの幹

の樹皮 を敷 いてお く。つ いで,長 軸 と直

角方向にMoni語 でZaluと よばれ る

ユ リ科の灌木の葉(学 名Cordyline　 termi-

nalis)を 敷 きつめる5)。　　　 .

　 び っしりと葉 を敷 きつあた穴 のなか に,

塩 の結晶をす こしずつ入れて は,小 石で

気長に叩いて,Kumunujaの 表 面が く

だ けた ような形でかたま った塩 を粉末状

にす る。この作業 をMoni語 でhomage

kumuwazij　 a(石 で 塩をつぶす とい う意

味)と よぶ。 この作業の さいに,水 入れ

用 の ヒョウタンに くんでおいた水をす こ

しずつ塩 の うえにふ りか けて,塩 をかた

写真4　 灰のなかに残った塩をあつめ樹皮のなかに入れる。中央に

　　　　ピンセットがみえる。

5)Zaluの 木そのものは食用に供 しないが,　Zaluの 葉 は石むし料理のさいに食物をおおう用途

　をもち,中 央高地の諸部族のあいだで栽培されている。
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写真5 穴の長軸方向にバナナの幹の樹皮,そ れに直交する方向に

    Zaluの 葉をまるめ,塩 を入れる。 右側の穴の手前には塩

    をつぶす石がみえる。

写真6 右側の編袋のうえに葉巻状の塩の包みが3個 ある
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ま らせる(写 真5)。

 こ うして,穴 いっぱい に 塊 状 にな っ

た 塩 をつめたのち,穴 に 敷 いて おいた

Zaluの 葉,バ ナナの樹皮 で くるみ,そ

の上か ら藤 を ヒモと して用 いて巻 き,塩

の包みがで きあがる。で きたての包みは

塊状でふ りか けた水分 をふ くみ,や わ ら

か い可塑性のあ るものである。 これを,

家 に持 ち帰 り屋 内の炉の うえに しつ らえ

た棚の うえにな らべ る,あ るいは炉 の う

えの天井 か らぶ らさげてお く。数 日 して

水分 がす っか りぬ け出 して しま うと,岩

のよ うに堅 い塩 の塊 りにな り,こ れで塩

の製造工程 は完結す る。

 こ うしてで きた塩 の包みは直径10cm

前 後,長 さ30～40cmの 葉 巻形 を した も

ので ある(写 真6)。 写 真7に しめ した

標本では,い ちばん 太 い 部分の 直径 が

9cm,全 長35cm,乾 燥 してい る状 態で

の重量 が1,478gで あ る。写真7の 標本

写真7 葉 巻 状 の 塩 の 包 み

写真8 板状の塩の包み。持っているのはWestern Dani族 の男。

    下 の編袋のなかに同様の塩の包みが入っている。
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では塊状の塩をZaluの 葉で二重に包ん

だうえ,そ のうえを長軸方向にバナナの

樹皮で二重に包んである。写真7に みえ

る包みの表面は黒ずんでいるが,炉 のう

えに長期間置かれたためにススが付着 し

たものである。

　葉巻形の塩の包みのほかに,写 真8の

ように大きな板状の形をした包みに塩の

塊りをつ くることもある。写真8の もの

は,約50×30×5cmの 大きさのもの

である。重量約6.5kg。 塩の塊 りの表面

をバナナの樹皮で包装 しているほか,種

類不明の灌木の樹皮(写 真 にみえる黒い

条)で 包みを補強している。筆者は,こ

の板状の塊 りに塩を加工するのは観察 し

ていない。

3・3　塩水の分析結果

　 KurnupaのKumulu　 　 すなわ ち塩

水一 をイ ン ドネシア側隊員が持 ち帰 り,

バ ン ドンの地質調査所(Director　 Geolo-

gi)の 鉱 物化学研究室で 化学分析を しfc

結 果を表1に あげる[KoMANDo　 OPERAsI

TERTINGGI,1964:P.167]。 持 ち帰 った

塩水には資料1と 資料 皿の2つ のサ ンプ

ルが あ り,そ のおのおのを分析 した結果

を 表1に 整理 してみた。 単位 は,塩 水

11あ た りにおける各成分 の含有量をmg

で 表示 した ものであ る。なお,資 料1の

硬 度は38.6,資 料Ⅱ の硬度は46.4の 硬 水

で ある。

　 表1で みる と,資 料1と 資料 皿の差異

には とりあげて論ず るべ きほ どの ことは

な く,基 本的には同一成分 と考 えて よい

で あろ う。

　 さきに引用 した植物性 の塩に くらべて,

カ リウムがい ちぢ るしくす くない ことが

注 目され る。実際使用 される塩 の塊 りの
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表1　 Kumupaの 塩水の分析結果

[KoMANDo　 OPERAsl;TERTINGGI,1964:p.167】

に よ る 。

資 料1 資 料 π

Sio2

Ca++

Mg+

K+

Na+

Fe(全 量)

Pb++

HCO3-

SOべ

Cl-

1一

　　 20.0

　　206.8

　　 41.5

　　 20.5

17274.2

　　　 0.0

　　　 0.0

　　170.8

　　529.9

26700.0

　　　 0。0

　　 30,0

　　193,1

　　 83,1

　　 65.4

13822,0

　　　 0.0

　　　 0.0

　　390,4

　　485,8

21400.0

　　　　0.0

なか には,Kumunuj　 aの 植物や薪のな

か にふ くまれ るカ リウムが灰 とと もに多

少 は混 じって いるであろ うが,Kumupa

の塩 は基本的には,わ れわれ が使用す る

塩 とおな じナ トリウム塩 である,と いえ

る。

4・1塩 の使 いかた

　Kumupaで つ くられた塩は灰黒色の

塊状のものとなっている。この塊 りをつ

ぶ してルーペで拡大 してみると,白 い塩

の結晶と黒色の 炭の粉末 とネズミ色を

した 灰の混 合 物であることがわかる。

Kumunuj　 aを 燃焼 したあとの灰から指

先きか ピンセットで塩の結晶を集 めるの

だから,灰 や消炭がまざることは避けら

れない。不純物の混合の度合いがいちぢ

るしく高いものだから,近 代的製塩法に

よってつ くられた塩や岩塩の結晶に くら

べて,な めたときの味覚としては,た い

へん塩か らさがすくない。不純物が塩味

を緩和する役目をはたし,お だやかな塩

味となっている(そ のかわり,な めたあ
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と舌 はまっ黒にな る)。 中央高地 の 諸部

族の 伝統的調理法 は 石 む し料理(earth

oven)の 方 法 による ものであ り,食 物 を

液体で もって煮 る調理法はない。そ こで,

塩 を水に薄 めて調理の過程に加え ること

はない。で きあが った料理の うえに小量

ふ りか けて食 べ るだけ一 いわば テーブ

ル ・ソル トと して使用す るので,不 純物

が おお く混 ざったおだやかな塩味 のほう

が好 まれる(も っとも,そ れは結果論 と

して の ことであるが)。

 筆 者が 食塩錠をWestern Dani族 に

「これは塩で ある」 と説 明 してだ した ら,

精 製塩 の白色 と錠剤の形をみて,と うて

い塩で あるとは信用 して もらえなか った。

ついで,こ れをなめさせた ところ,す ぐ

に吐きだ して,「 これは 塩ではない」 と

断言 された。かれ らの知 るおだやか な塩

味に くらべて,純 度が高 い食塩錠 の強い

塩味は同質の もので あるとは認めて もら

えなか ったのである。

 Kumupaか らKemabu川 の 上流へ

原地人の足で5日 行程 ほど行 った ところ

に あるUgimbaの 谷 に居住す るMoni

族,Western Dani族 の家庭で は,た い

て い各戸がKumupaの 塩 の包 みを1個

家屋 内の炉の上の棚な どに置いて あった。

しか し,食 事 に塩を使用す る頻 度はいち

ぢ るしくす くない。34日 間にわたる筆者

のUg三mba滞 在 のあいだ 毎 日一度 は

Moni族 あ るいはWestern Dani族 の食

事を とったが,そ の うちで塩が供された

のは二 度にす ぎない。お そ らくは葉巻形

の1包 の塩を1家 族 で1年 以上,た ぶん

2～3年 は もたせ るので はないか とお も

われる。

 塩 はたいへん貴 重品なのである。塩を

使用す るときには,包 みの一部 をあ けて,

ナ イフで けず りとる(調 査当時は鉄製 ナ

イフを使用,そ の数年前までは石 器のナ

イフを使用 して いたと考え られ る。石 器

については[石 毛,1976,b]を 参 照の こ

と)。 あるいは,小 さ く欠 きとった塩の

塊 りを二個 こす りあわせて粉末 とす る。

これを,石 む し料理 で調理ずみの野菜の

葉な どの うえに少 量ふ りかけて食べ る。

変わ った塩の使いかた としてはバ ナナの

若葉のズ イを生 のまま 口に入 れて やわ ら

か くした ものの うえに,塩 をふ りか けて

人 にすす める[本 多,1973:p.40]。

 塩 を使 った食物を供 された ことがす く

ないのではっき りした ことはいえないが,

わ れわれの探検隊の他 の隊員 の体験談や,

中央高地で伝導 に したが う白人宣教 師た

ちの話 しを総合 してみて も,塩 はけ っし

て 日常 の調味料 と して は使用 されていな

いよ うである。食品の種類を問わず,そ

れに塩 をか けて供 した らばたいへ んな ご

ちそ うであるということにな るよ うだ。

すなわち,塩 その ものが珍重 されている

のであ る。ちなみ に,中 央高地諸部族 の

あいだで,塩 以外 の調 味料 はない。

 で は,外 部 か ら輸入 される塩の使用は

どうな ってい るのか。本探検隊 の調査対

象 と した地域 のなかで,中 央高地以外か

らの物資が入 りこむのは,中 型機 の発着

可能 な滑走路を もっEnarotaliだ け であ

る。本探検隊 もEnarotaliを キ ャラバ ン

の出発点 と した。筆者は本探検隊 の準備

のために約1カ 月Enarotaliに 単 身滞在

した経験 を もつ。第二次大戦後Enarotali

に オ ランダ の中央高地統治のための基地

が設 置され, Enarotali周 辺 のPan僘�

湖 の地域 のみが統治地区にお さめ られ,

この地域 内に住 むKapauku族 だ けが現

金経 済をお こな ってい る。Enarotaliに
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は政府経営 の売店が あり,こ こでは輸入

品の岩塩 を売 って いた。だが,こ の岩塩

を購 入するのは,イ ン ドネ シア人政府 関

係者 や白人宣教師 などの外人をのぞ くと,

ほ んの一 にぎ りのKapauku族 た ちであ

る。

 岩 塩を購入す るKapauku族 とは,警

察官,役 人,病 院の下働 き,宣 教師の助

手 などに採用 された人び とで あ り,た い

ていはオランダ領時代 に海岸 の町 などで

生活 した経験 をもち,す くな くともミッ

ション ・スクールで初等 教育 を うけたエ'

リー トたちである。かれ らは,オ ランダ

時代に白人の食物 にな じみ,ま た,自 分

で もナベを用いた簡単 な料理 をす る人 び
                  

とである。筆者はKapauku族 出身の警

官たちと踏査行をした経験を何度かもつ

が,警 官たちはバ トmル 行動ちゅうは,

輸入品の米の飯を炊き,ナ ベに少量の水

と岩塩を入れてそこへ現地で入手 した野

菜を入れて煮る,と いうよりも水でいた

めるようにして調理する。そうすると,

汁気はなく石むし料理を した野菜と同じ

ょうな料理ができる。岩塩の塊りを水で

溶かすことによって塩味をつけることが

できるのだが,堅 い岩塩そのものでは粉

末にしようがない。いずれにしろ,調 査

当時としてはす くなくとも中央高地西半

部 では,ナ ベ を使用す る ご く少 数の

Kapauku族 だけしか,輸 入品の岩塩を

使用 していなかった,と いうことができ

る。もちろん,調 理法やナベだけの問題

ではない。岩塩を購入できる経済的余裕

のある階層 ということがおおきくひびい

ているにちがいない。

 ただ し,現 金経済の問題や味の問題を

別として,調 理法だけか らみても煮ると

いう調理法をいっさいもたず,石 む し料
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理一本槍であり,塩 は上からふりかける

という習慣の食生活では,粉 末にしず ら

い岩塩が浸透するのはむずかしそうだ。

そうかといって,粉 末状の細かい結晶の

塩では,湿 度90%に 達する中央高地では

ベタベタになって使いものにならない。

これは,筆 者のカンというべきものによ

る予測であるが,中 央高地の人びとに輸

入品の塩が浸透 し,Kumupaの 塩の生

産がおとろえるのは,輸 入品のナベが人

びとの日常生活にとり入れられるときで

はなかろうか。

4・2塩 の 交 易

 中央高地諸部族の経済生活は,原 料の

産出関係によって,相 互依存的とならざ

るを得ない。現在の各部族の分布では,

自部族の分布圏内で産出する原料をもと

とした物質文化だけにたよって,部 族の

枠内で自己完結した経済生活することは

困難である。部族同士が,完 全に孤立し

た閉鎖社会を保つことは経済的にもでき

ないのだ。

 石 器 の 原石 はRouffaer川 上 流の

Wano族 の居住地である変成岩地帯に産

出する。弓や鎌をつ くる良材はNassau

山脈南麓のUfUnduni族 か ら供給され

る。貨幣には使用されない装身具つくり

用の安物の宝貝,鉄 斧,鉄 製ナイフなど,

白人か ら得た 品物はEnarotaliを 部族

の分布圏にもつKapauku族 から供給さ

れる。Grand Vallcy Dani族 は歴史的に

海岸民との中継交易で得た貨幣価値の高

い宝貝を大量に保有 している。Western

Dani族 は上質の編袋を作製する技術を

もつことで有名であり,そ の製品が他部

族への交易品として もちいられる,・…"

といった工合に各部族の特産品があり,
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図2

そ れ らが他部族 との交 易に使用 され る6)。

Kumupa周 辺 のMoni族 の もっとも

重要な交 易品が塩で ある。図2に み るよ

うにKumupaの 塩 は中央高地のすべて

の部族に供給 されてお り,地 図上の直線

距離に して170kmほ ど 西方に離れた

Grand Valleyに ま で運ばれ る。

 交 易商品 としての塩の価値は,写 真8

の塩1包 で成熟 したブタ1頭 と交換 され

る。また,写 真8に みえ る編袋 はWestern

Dani族 の 作製 にかかわ る飾 り糸 をつ け

た もので中央高地諸部族によ って珍重 さ

れる もので あるが,こ の編袋 な ら2個 。

中央高地諸部族間に宝貝が貨 幣 として流

通 してお り,こ れ らの宝貝には等級 がつ

けられて,部 族間で等級をあ らわす名称

は ちが うが実質的 な価値は同等 である。

Moni族 の 宝貝 の 等級 の 例でいえば,

indoと よ ばれ る最上級 の宝貝 な ら2個,

hondと い う第3級 の 宝 貝 な ら4個,

kubabiと い う第4級 の宝貝な ら8個 ぶ

んの値段 に写真8の 塩1包 が相 当す る。

この宝貝 の値段か ら換算す ると写真8の

塩1包 で,弓 な ら3～4張,土 地産 の乾

燥 したタバ コの葉 約15～20 kg程 度 と

同等の価値 があるといえよう。

 1964年1月 ～2月 の1カ 月間に筆者 が

会 った塩の交 易者 たちの具体例をあげて

みよう。

  事例1  1月2日 場 所Homejo

 周 辺 。Kemabu川 ぞ いに東方へ 行 く

 Moni族 の 若者。5日 行程 でHitalipa

 へ 行 き,ブ タと塩 を交換 したい,と い

 う。背 にさげた編袋 のなかに葉巻形の

 塩5包 を もつ。 これで成熟 したブタ1

 頭 と 交換 できるそ うだ。Hitalipaは

 Moni族, Ufunduni族 の 混住地で あ

 る が,ど の部族 と交 易するのか は聞 き

 も らした。

  事 例2  1月3日 場 所Ugimba。

 6名 のUfunduni族 成 人男子。Nassau

 山脈 の南側 のUgitou部 落 か ら,5日

6)中 央高地諸部族間の物質文化の交易関係については,別 稿でくわ しくのべるつもりであるが,

 現在までに発表したものとして[石 毛,1973:PP・217-222]を 参照されたい。
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 か か って標 高400mの 高 原を越 えて

 Ugimbaに や って きた,と い う。 これ

 か らKumupaに 行 き,塩 を得 るそ う

 だ 。交易品 として,弓,宝 貝貨幣を用

 意 してい る。

  事 例3  1月14日 場 所Ugimba。

 Ufunduni族 の成 人男子9名 。Nassau

 山 脈 南側のZasiga部 落 か ら2日 で高

 原 を 越 えてUgimbaに や って きた。

 ブ タ,弓,編 袋を交 易品と して持つ。

 Kumupaへ 行 って塩 を得 る,と い う。

  事 例4  2.月12日 場 所Ugimba。

Ugimba部 落1こ 住 むWestern Dani

 族 の 成 人 男子3名 が,Kumupaの

Moni族 成 人男子3名 を連 れて塩 の交

易か ら帰 って くる。Moni族 は塩 の運

 搬 を加勢 してや って きた者 。片道5日

 行 程 でKumupa 'へ行 く。 Kumupa

 周 辺 に10日 間 滞在 した,と い う。写真

 8は,こ のさい持帰 った塩であ る。写

 真8の 包みを16個,直 径8cm,長 さ

 18 cmの 葉 巻形の 包みを6個 持ち 帰

 る。 くわ しい ことはわか らなか ったが,

 編袋 を交 易品と して持 ってい った もの

 と推定 される。

 短 期間に得 たわずか な事例か らで も,

高地 諸部族のあいだでKumupaの 塩 を

め ぐる交 易が活発 にお こなわれてい るこ

とを うかが うことがで きるであ ろう。

Ugimbaの 谷 は, Moni族 とWestem

Dani族 の 混住地 とな って いる。 この う

ち,Ugimba部 落 のWestern Dani族

の人 口は29名 にす ぎない。 この ほかに

Wanibugiと い うほぼ同サイズ のWest-

ern Dani族 の 部落があるだけで,'あ と

周囲数10kmの あいだにWestern Dani
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族 は居住 して いない。UgimbaのMoni

族 の 人口 も100名 た らずである。 そのこ

とを考 えに入れ ると,事 例4の 交易一度

だけでUgimbaのWestern Dani椥 こ

もた らされた塩 の量は異状 に多 い ことに

気 がつ くであろ う。

 そ れは,Ugimbaの2つ のWestern

Daniの 部 落は 塩の 中継貿易者 たちのつ

くった もので あるか らだ7)。 もともと,

Moni族 の 居住地 であ ったUgimbaに

Western Dani族 が や ってきたのは1930

年 代 の ことと 考 え られる。Ugimbaの

Moni族 た ちはWestern Dani族 が住

むのを最初 か ら好 まなか った し,現 在 で

もこの2つ の部族 のあいだには敵 対関係

が続いている。Moni族 の排 斥を うけな

が らもWestern Dani族 がUgimbaに

村 落をつ くった最大の理 由は,Kumupa

の 塩 の中継地 を確保 する ことにあった。

Western Dani族 の 本拠地 はRouffaer

川 源 流に位置す るIlagaで あ るが, Ilaga

か らKumupaへ の最短距離はUgimba

を 経 由 す る ルー トで あ る。Iiagaと

Ugimbaの 間 は地図上 の 直線距離 に し

た ら約60kmで あ るが,そ の間の道は

標高4000mの 高 原に よじ登 り,寒 い無

人 の高原で3晩 以上の野営をす る困難 な

旅 を しな くてはな らない。Kumupa側

か らの高原への登 り口にあたるUgimba

に部 落 を もうけ畑をつ くり交 易の旅行 の

ための食糧 を確保 した うえで,こ こを中

継 点 と してKumupaと の交 易に した

がえれば もっとも都 合 がよい。 また,

Ugimbaに 部 落 をつ くった らNassau山

脈 南側に 居住 す るUfunduni族 と 交 易

す ることも 可 能 で あ る。Ugimbaは

7)Ugimbaへ のWestern Dani族 の移 住 の歴 史 につ い て は,

 236]を 参照 され た い。

くわ し くは 【石 毛,1973:pp. 232一

372



石毛  Kumupaの 塩

Western Dani族 が 自部族の領域外 につ

くった交易のための橋頭墾 としての意味

をもつ。 それほど,Kumupaの 塩 は高

地諸部族に とって重要 な交易品 とな って

いるのであ る。

文 献

DOUBLE, M.,1960, Kaﾟauk-Malayan-Duich-

 English D蘢tionary, Hague.

HEIDER, K.,1970,?'he Dugum 1)ani, Chicago.

本多 勝 一,1973,rニ ュ ーギ ニ ア高 地 人』 す ず

 さわ 書 店 。

石 毛 直 道 ・本 多 勝 一,1966,「 京 都 大学 西 イ リ

 ァ ン学 術探 検 隊 予 備踏 査 隊 概 報」r民 族 学 研

 究 』21巻3号 。

石 毛 直 道,1970,「 台 所 文 化 の比 較 研究 」 『季

 刊 人 類 学』1巻3号 。

石 毛 直 道,1971,「 森 林 の住 居」 『住居 空 間 の

 入 類 学』 鹿 島 出版 研 究会 。

石 毛 直 道,1973,「 ニ ュ ーギ ニ ア高 地 人 の背 景 」

 rニ ュ ーギ ニ ア高 地 人 』(本 多勝 一)す ず さわ

 書 店 。

石毛 直道,1976a,「 西 イ リア ン中央 高 地 の石 器 」

 『今 西 錦 司 博 士古 稀 記 念 論文 集4』 (梅 樟 忠

 夫編)中 央 公論 社(近 刊)。

石 毛直 道,1976b,「 山地 パ プ ア諸 部 族 の世 界 」

 rニ ュー ギ ニ ァ中 央高 地 』 (京 都 大 学 生 物 誌

 研 究 会編)朝 日新 聞社(近 刊)。

KOMANDO OPERASI TEitTINGS, ED., 1964,

 "漁 伽 θ螂 …｢entang mundur!", Jakarta.

LARsoN, C・&F・,1956,!レToni-English 1)ici�nary,

 Manuscript.

LE Roux,1956,1)e Bergﾟaﾟoea's aan IW8πω一

 Guinea en hun Woongebied Vol.2, Laiden.

MCARTHUR, M.,1972,"Solt"Encycropedia of

 Papua and New Guinea,,, Melbolune Univer-

 sity Press.

MEGGITr, M.,1958,"Sait Manufacture and

 Traiding in the Western Highlands of New

 Guinea"The Australian Museum Magazine

 VoL 12, No.10.

鈴木 博 之,1976,「 中央 高 地 の生 いた ち」 『ニ

 ュー ギ ニ ァ 中央 高地 』(京 都 大学 生 物 誌 研 究

 会 編)朝 日新 聞社(近 刊)。

豊 臣 靖,1972,『 東 ニ ュ ーギ ニ ア縦 断 記 』 筑

 摩書 房 。

安江 安 宣,1975,「 西 イ リア ン中央 高 地 の 植 物

 相 」手 稿 。

3鵜


